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J A ト ピ ッ ク ス J A  T O P I C S

　当ＪＡが協賛する「かいぶつプロジェクト」は12月13日、
上田市菅平高原の菅平プリンスホテルで「かいぶつのた
ねフェスティバル」を開きました。市内の小学生9人が参
加し、元フットサル選手からサッカーの基礎となるパスや
ドリブルを学び、ミニゲームを行い楽しみました。

　当ＪＡの塩田デイサービスセンターは12月25日、恒例の
「忘年会」を開きました。利用者と職員28人が参加し、地域
ボランティアによるフラダンスの余興の他、参加者全員で
音楽に合わせて手を動かしながら歌うなどして楽しみま
した。

　当ＪＡは1月4日、新年の幕開けを祝う恒例の「新年祝賀
式」をＪＡ本所で開きました。眞島組合長をはじめ、役職員
の代表7人がだるまに入瞳し、事業目標の達成と役職員の
健康を祈願しました。
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なんでも掲示板

16
みんなの広場
お便りコーナー・編集1コマ
文芸の庭・クロスワード

8

10
ほうさくClub！

「畑用語検定」に挑戦！
～第2弾～

12
健康講座
冬に多い肌のトラブル

花ナビ〔花梅〕
今月の星座占い

19

18

旬をおとどけ〔小松菜〕

13
各種相談日
くらしのアドバイス
理事会だより

レシピ

　
東
御
市
和
の
㈲
小
田
切
牧
場
は
昨
年
11
月
16
日
、米
国
輸
出
用
の
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛

肉
を
京
都
食
肉
市
場
へ
出
荷
し
ま
し
た
。米
国
輸
出
用
牛
肉
の
出
荷
は
、長
野
県
内
で
初

め
て
で
す
。

　
同
牧
場
は
、信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の
販
路
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
を
目
的
に
、京

都
市
で
同
牛
肉
の
卸
販
売・小
売
販
売
を
し
て
い
る
取
引
会
社
と
連
携
し
て
米
国
へ
の
輸

出
を
企
画
。食
品
を
製
造
す
る
際
に
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
管
理
手
法
で
あ
る「
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）」認
証
を
2
0
1
9
年
に
取
得
し
た
こ
と
を
受
け
、今
回
の
取
り
組
み

が
実
現
し
ま
し
た
。ま
た
、同
市
場
が
2
0
1
8
年
に
新
施
設
と
し
て
稼
働
し
て
か
ら
第

一
号
の
米
国
輸
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
牧
場
の
小
田
切
隆

治
代
表
取
締
役
は「
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
取
得
に
向
け

て
2
0
1
5
年
か
ら
取
り

組
み
続
け
た
か
い
が
あ

り
、今
回
県
内
で
初
の
米

国
輸
出
用
牛
肉
を
出
荷

す
る
こ
と
が
で
き
た
。2

月
か
ら
は
、毎
月
15
頭
程

度
の
米
国
輸
出
を
計
画
し

て
い
る
。今
後
、Ｊ
Ａ
信
州

う
え
だ
管
内
や
県
内
の
生

産
者
の
皆
さ
ん
が
大
切
に

育
て
た
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム

牛
肉
が
輸
出
さ
れ
る
こ
と

で
、ブ
ラ
ン
ド
力
が
さ
ら

に
向
上
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」と
話
し
ま
し

た
。

長
野
県
内
初

小
田
切
牧
場
、米
国
輸
出
用
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
出
荷

営
農
・
経
済
事
業
の
成
長
・
効
率
化
へ

組
合
員
対
応
力
と
収
益
力
向
上
目
指
す

出荷した牛肉の品質を確認する小田切代表取締役（京都食肉市場で）

知りたい！
聞きたい！
やってみたい！

西部地区の宮下 一美さん

プログラムのスタートに当たり開いたキックオフ会議

 

当
Ｊ
Ａ
は
昨
年
12
月
か
ら
、「
営
農・経
済
事

業
の
成
長・効
率
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。農
業
者
の
所
得
向
上
と
地
域・

Ｊ
Ａ
の
成
長
の
両
立
を
目
指
す
新
た
な
取
り

組
み
で
す
。組
合
員
や
農
業
法
人
に
対
す
る

対
応
力
強
化
と
営
農・経
済
事
業
の
収
益
力

向
上
を
両
立
さ
せ
、持
続
可
能
な
経
営
基
盤

の
確
立・強
化
に
向
け
て
、J
A
長
野
中
央
会・

各
連
合
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

 

12
月
か
ら
3
月
ま
で
14
週
間
を
目
途
に
、当

Ｊ
Ａ
の
経
営
状
態
を
中
央
会
・
各
連
合
会
が

客
観
的
に
分
析
し
、課
題
を「
見
え
る
化
」し

て
、Ｊ
Ａ
が
主
体
と
な
っ
て
解
決
の
た
め
の
具

体
的
な
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。中
央

会
・
各
連
合
会
は
課
題
解
決
策
の
実
践
を
サ

ポ
ー
ト
し
、営
農・経
済
事
業
の
成
長・効
率
化

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

 

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
す
る
に
当
た
り
、意

識
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
共
有
す
る
た
め
の
キ
ッ

ク
オ
フ
会
議
を
、11
月
24
日
に
Ｊ
Ａ
本
所
で

開
き
、J
A
役
職
員
と
J
A
長
野
中
央
会
、

J
A
全
農
長
野
、J
A
長
野
信
連
、農
林
中
金

な
ど
の
関
係
者
ら
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
眞
島
実
組
合
長
は「
経
営
改
革
の
さ
ら
な

る
成
果
実
現
に
向
け
て
、同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
役

職
員
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
を
盤
石
に
し
、組
合
員
の

負
託
に
応
え
、地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
で

あ
り
続
け
た
い
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

考えよう！ＪＡと私たちにできること

持続可能な開発目標



04JA NEXT. JA NETWORK. JAN! JAN!

2021年 JAN! JAN! 2月号
05 JA NEXT. JA NETWORK. JAN! JAN!

2021年 JAN! JAN! 2月号

J A  T O P I C S

7地区の話題や出来事を厳選してお届けします。

　
Ｊ
Ａ
旧
秋
和
店
の
構
内
に
あ
る
農
産
物
直
売
所「
お
ひ
さ
ま
」は

12
月
21
〜
25
日
、し
め
縄
作
り
を
行
い
ま
し
た
。地
域
の
協
力
者
2

人
が
熟
練
の
技
で
し
め
縄
を
作
り
、参
加
者
が
思
い
思
い
の
飾
り

付
け
を
し
て
家
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。5
日
間
で
15
人
が
参
加
。自

ら
し
め
縄
作
り
に
挑
戦
す
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
活
性
化
や
地
域
住
民
同
士
の
世
代
を
超
え
た
交
流
な
ど

を
目
的
に
毎
年
開
催
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
密
集

を
防
ぐ
た
め
、例
年
1
日
で
行
う
と
こ
ろ
、今
回
は
5
日
間
開
き
ま

し
た
。参
加
者
は「
既
製
品
と
違
い
、手
作
り
の
味
が
あ
っ
て
い
い
」

「
自
分
好
み
の
し
め
縄
が
作
れ
て
う
れ
し
い
」と
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
よ
だ
く
ぼ
南
部
支
会
は
12

月
17
日
、長
和
町
の
長
門
町
民
セ
ン
タ
ー

で
第
2
期
フ
レ
ミ
ズ
カ
レ
ッ
ジ「
ス
ワ
ッ
グ

講
座
」を
開
き
ま
し
た
。受
講
生
7
人
と
女

性
部
役
員
10
人
が
参
加
し
、作
品
作
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
ス
ワ
ッ
グ
は
花
や
葉
を
束
ね
て
壁
に
掛

け
る
飾
り
。同
カ
レ
ッ
ジ
で
リ
ー
ス
作
り
な

ど
の
指
導
経
験
が
あ
る
佐
藤
あ
ゆ
み
さ
ん

を
講
師
に
、参
加
者
は
ユ
ー
カ
リ
や
ヒ
バ
、

エ
リ
ン
ジ
ウ
ム
な
ど
の
花
材
を
使
い
、個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
荻
野
久
子
支
会
長
は「
コ
ロ
ナ
禍
で
回

数
は
減
っ
て
し
ま
っ
た
が
、開
催
で
き
て
よ

か
っ
た
。活
動
で
き
る
喜
び
を
改
め
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
」と
話
し
ま
し
た
。

フ
レ
ミ
ズ
カ
レ
ッ
ジ

個
性
豊
か
に
ス
ワ
ッ
グ
作
り

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
東
部
支
会
の
ぞ
み
は
12
月

10
日
、東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
教
室
を
開
き
ま
し
た
。部
員
17
人
が
参

加
し
、「
冬
を
彩
る
寄
せ
植
え
」を
楽
し
み

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。教
室
は
毎
年
春
に
開

い
て
い
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
中
止
に
。今
回
は
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
、初
め
て
冬
季
に
開
き
ま
し
た
。

　
今
回
使
っ
た
植
物
は
、濃
い
緑
の
葉
に
赤

い
実
が
映
え
る
ク
リ
ス
マ
ス
ホ
ー
リ
ー
や
、

光
沢
の
あ
る
黒
色
の
葉
が
特
徴
の
ハ
ボ
タ

ン「
光
子
」な
ど
7
種
類
。講
師
か
ら
寄
せ

植
え
の
こ
つ
や
植
物
ご
と
の
特
性
な
ど
の

説
明
を
受
け
、高
さ
や
色
合
い
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な
が
ら
、思
い
思
い
の
寄
せ
植
え
を

仕
上
げ
ま
し
た
。

スワッグ作りに取り組む参加者 講師のアドバイスを受けて寄せ植えを楽しむ参加者

し
め
縄
作
り
人
気

農
産
物
直
売
所「
お
ひ
さ
ま
」

　

好みの飾り付けができると人気のしめ縄作り

J A ト ピ ッ ク ス〈 地 区 版 〉
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Ａ・コ
ー
プ
コ
ア
し
お
だ
店
は
、「
令
和
2
年

度
長
野
県
Ａ・コ
ー
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス

ト
」の
友
の
会
新
規
会
員
獲
得
の
部
で
準
優

勝
に
輝
き
、12
月
17
日
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

10
月
23
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
約
1
カ
月

間
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
2
1
4
人
の

新
規
会
員
を
獲
得
し
、目
標
達
成
率
で
県
下

28
店
舗
中
2
番
目
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
Ａ・コ
ー
プ
友
の
会
は
、買
い
物
ご
と
の
ポ

イ
ン
ト
進
呈
や
会
員
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
で
き
る
な
ど
の
特
典
が
あ
る
会
員
制
度
。

入
会
金・年
会
費
は
無
料
で
す
。宮
澤
健
志
店

長
は「
お
客
様
に
親
し
ま
れ
る
店
づ
く
り
に

努
め
、さ
ら
に
会
員
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

表彰状を手に受賞を喜ぶ宮澤店長

Ａ・コ
ー
プ
コ
ア
し
お
だ
店

新
規
会
員
獲
得
で
準
優
勝

　
Ｊ
Ａ
花
き
部
会
真
田
支
会
は
12
月
15
日
、

Ｊ
Ａ
真
田
支
所
で「
健
康
増
進
運
動
」と「
フ

ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
作
り
」を
行
い
ま
し
た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
部
会
員
の
集

ま
る
機
会
が
減
る
中
、部
会
員
の
健
康
増
進

と
交
流
を
目
的
に
初
め
て
企
画
。部
会
員
11

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
健
康
増
進
運
動
は
、Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
相
談

課
の
西
沢
理
恵
子
保
健
師
が
講
師
を
担
当
。

家
の
中
で
も
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
ス

ト
レ
ッ
チ
や
脳
ト
レ
体
操
な
ど
を
行
い
、体
と

頭
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
作
り
は
、Ｊ
Ａ
真
田
地

区
事
業
部
の
生
活
指
導
担
当
者
が
指
導
し
、

プ
ラ
製
の
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
な
ど
を
使
っ
て
20

分
ほ
ど
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ストレッチ体操で思い切り手足を伸ばす参加者

体
操
で
健
康
増
進

花
き
部
会
員
が
交
流

　
Ｊ
Ａ
丸
子
営
農
セ
ン
タ
ー
は
12
月
10
日
、

同
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
で
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
回
収
を
行
い
ま
し
た
。ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー

ル
や
ポ
リ
マ
ル
チ
、肥
料
袋
、育
苗
箱
な
ど
、

1
9
9
人
か
ら
約
7・5
ト
ン
を
回
収
し
ま
し

た
。使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
積
み
込
ん

だ
農
家
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
す
る
と
、Ｊ
Ａ

職
員
ら
が
手
際
よ
く
計
量
な
ど
の
処
理
手
続

き
を
し
て
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
引
き
渡

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
目

的
に
、各
地
区
の
営
農
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
回
収

を
行
っ
て
い
ま
す
。同
セ
ン
タ
ー
は
6
月
と
12

月
の
年
2
回
行
い
、廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や

焼
却
を
行
わ
な
い
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。

農業用廃プラスチックの回収作業

不
法
投
棄・焼
却
な
く
そ
う

農
業
用
廃
プ
ラ
回
収

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
上
田
支
会
は
12
月
29
日
の

午
後
、同
支
会
豊
里
グ
ル
ー
プ
の
林
朝
子

さ
ん
を
講
師
に
、Ｊ
Ａ
豊
里
店
で「
正
月
用

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
」を
開
き

ま
し
た
。部
員
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

松
、セ
ン
リ
ョ
ウ
、ハ
ボ
タ
ン
、ユ
リ
、ス
イ
セ

ン
な
ど
9
種
類
の
花
材
を
使
い
、茎
の
長
さ

や
配
置
を
考
え
な
が
ら
オ
ア
シ
ス
に
挿
し
、

正
月
ら
し
い
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
仕
上
げ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

正
月
用
の
花
を
自
分
で
用
意
で
き
て
う
れ

し
い
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。同
教
室
は

2
0
1
2
年
か
ら
開
い
て
い
ま
す
。同
日

午
前
に
は
、Ｊ
Ａ
泉
田
店
で
も
教
室
を
開
き

部
員
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

正
月
を
華
や
か
に

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

フラワーアレンジに取り組む参加者

Ｊ
Ａ
女
性
部
東
部
支
会

「
冬
を
彩
る
寄
せ
植
え
」楽
し
む
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考えよう！ＪＡと私たちにできること

持続可能な開発目標
監修：ＪＣＡ（日本協同組合連携機構）

　近年、ＳＤＧｓ（エスディ
ージーズ）という言葉が世
界中で注目されています。
これは、国連で採択された
世界共通の目標であり、世
界各国、日本においても取
り組みが進められていま
す。ＳＤＧｓと多くの理念・
精神を共有するＪＡグルー
プの事業や活動は、地域
社会の課題解決につなが
り、ＳＤＧｓの達成に貢献す
るものです。

ＳＤＧｓには以下の
五つの特徴があります。

普
遍
性

包
摂
性

参
画
性

統
合
性

先
進
国
を
含
め
、全
て
の
国
が
行
動

人
間
の
安
全
保
障
の
理
念
を
反
映
し「
誰
一人
取
り
残
さ
な
い
」

社
会・経
済・環
境
に
統
合
的
に
取
り
組
む

定
期
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
役
割
を

透
明
性

目標１

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

目標11

目標12

目標13

目標14

目標15

目標16

目標17

【エネルギー】全ての人々に安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアク
セスを保障する。

【経済成長と雇用】包摂的かつ持続可能な経済成長及び全ての人々の完全かつ生産的
な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセントワーク）を促進する。

【インフラ、産業化、イノベーション】強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ
持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る。

【持続可能な都市】包摂的で安全かつ強くしなやか（レジリエント）で持続可能な都市及
び人間居住を実現する。

【陸上資源】陸域生態系を保護、回復、持続可能な利用を推進し、持続的に森林を管理し、
砂漠化に対処し、土地の劣化を阻止・逆転させ、生物多様性の損失を阻止する。

【平和】持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、全ての人々に司法へのア
クセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する。

【実施手段】持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを
活性化する。

【水・衛生】全ての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を保障する。

【ジェンダー】ジェンダー平等を達成し、全ての女性及び少女のエンパワーメントを行う。

【教育】全ての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を保障し、生涯学習の機会を促進する。

【保健】あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を保障し、福祉を促進する。

【飢餓】飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する。

【貧困】あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる。

【持続可能な消費と生産】持続可能な生産消費形態を確保する。

【気候変動】気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。

【海洋資源】持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する。

【不平等】各国内及び各国間の不平等を是正する。

球規模での環境問題や社会問題が深刻化する中で、国際社会が協調して課
題解決を図る観点から、国連は２０１５年９月に「持続可能な開発のための２０

３０アジェンダ」を採択しました。「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Sustainable Devel-
opment Goals）」はこの中に掲載されています。ＳＤＧｓの内容は「１７の目標」「１６９
のターゲット」「２４４の指標」で構成されていて、非常に多岐にわたっています。また、
その内容は、あらゆる貧困をなくす「社会分野（目標１・２・３・４・５・６）」、持続可能な産
業をつくる「経済分野（目標７・８・９・１０・１１）」、地球を守り育てる「環境分野（目標１２・
１３・１４・１５）」の三つの分野にわたり、それらを達成するための土台としての「平和・
公正・パートナーシップ（目標１６・１７）」を目標としています。

地

目
標
11

住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を

 

世
界
で
は
、人
口
の
半
分
の
約
35
億
人
が
都
市
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。日
本
で
も
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、農
村

部
は
過
疎
化・高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。地
域
の
生
活

に
は
金
融
機
関
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

が
不
可
欠
で
す
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
移
動
金
融
店
舗
車
を

巡
回
さ
せ
た
り
、食
品
の
移
動
購
買
車
を
運
行
し
た
り
、

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

目
標
2

飢
餓
を

ゼ
ロ
に

　
世
界
の
飢
餓
人
口
は
、2
0
1
8
年
時
点
で
約
8
億

2
0
0
0
万
人（
世
界
の
人
口
の
9
人
に
1
人
）に
上
っ

て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
従
来
か
ら
、国
内
の
農
業

振
興
や
食
料
の
安
定
供
給
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。ま
た
、高
齢
者・障
が
い
者
へ
の
配
食
事
業
、子

ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
運
営
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

目
標
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つ
く
る
責
任

つ
か
う
責
任

　
世
界
の
人
々
は
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、物
を

生
産・消
費
し
て
地
球
に
多
く
の
負
担
を
か
け
て
暮
ら
し

て
い
ま
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
は
、持
続
可
能
な
生
産
消

費
形
態
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は「
つ

く
る
責
任
」を
果
た
す
た
め
に
、食
の
安
全
確
保
、高
品

質
な
農
畜
産
物
の
安
定
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。マ

ル
シ
ェ
や
Ｊ
Ａ
直
売
所
な
ど
で
は
、規
格
外
品
も
販
売
す

る
な
ど
し
て
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

目
標
3

す
べ
て
の
人
に

健
康
と
福
祉
を

　
世
界
で
は
毎
年
5
0
0
万
人
を
超
す
子
ど
も
が
5
歳

未
満
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
は

「
全
て
の
人
々
の
健
康
的
な
生
活
を
保
障
し
、福
祉
を
促

進
す
る
こ
と
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、

組
合
員・地
域
住
民
の
健
康
や
福
祉
に
配
慮
し
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。厚
生
連
病
院
は
農
村
地
域
の

医
療
の
確
保
に
努
め
、Ｊ
Ａ
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
設
し

た
り
、介
護・子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。長
野
県
で
は
、Ｊ
Ａ・生
協
な
ど
の
協
同
組
合
が

連
携
し
て
、県
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た「
信
州

ま
る
ご
と
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
実
現
す
る
の
に
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
は
不
可
欠
で
す
。国
同
士
だ
け
で
な
く
、自
治
体
、団

体
、企
業
、個
人
な
ど
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
緊
密
に
結
び
、強
力
に
動
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

日
本
は
、協
同
組
合
間
連
携
に
早
く
か
ら
取
り
組
み
、さ

ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。長
野

県
で
は
、Ｊ
Ａ
と
生
協
が
食
の
大
切
さ
を
考
え
る
た
め
に

農
業
体
験
を
実
施
し
、地
域
農
業
の
維
持
振
興
を
図
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、Ｊ
Ａ
は
行
政
と
の
連
携
協
定
締
結
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■特集／考えよう！ＪＡと私たちにできること  ＳＤＧｓ 持続可能な開発目標

　ＳＤＧｓの中には大きな特徴として「誰一人取り残さない」とい
う精神がうたわれています。これは、ＪＡをはじめとする協同組合
の「一人は万人のために、万人は一人のために」という理念、精
神そのものです。協同組合は「経済的な結び付きだけではな
く、人的に結び付いている組織」であり、地域やコミュニティー
と一体の組織です。地域の一員として地域社会に関わり貢献す
る全国のＪＡグループの事業や活動を、ＳＤＧｓの各目標に照ら
して一部ご紹介します。

目
標
17

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

目
標
を
達
成
し
よ
う

ＳＤＧｓの目標を達成するには、一人ひとり自覚をもって行動することが大切です。JAグループと
共により良い社会の実現を目指しましょう。

よい食P





ほうさくClub!に関しての
お問い合わせは、
各グリーンファーム店まで

◎中央店☎29-8177　  ◎東部店☎62-0665　  ◎西部店☎22-4091　
◎さなだ店☎72-8072　◎まるこ店☎42-2977　◎よだくぼ南部店☎85-2400　
◎しおだ店☎39-8118

※取扱商品は店舗ごと異なります。
※商品は売り切れ次第終了となりますので、
　ご了承ください。

　昨年好評だった畑用語検定の第2弾です。
今さら聞きにくい用語があったりしませんか？
用語を知れば理解が深まって、もっと家庭菜園
が楽しめるかも！○×で答えてみましょう。

「畝（うね）」とは、畑
の土を細長く盛り上
げたところである。

「活着（かっちゃく）」
とは、植えた苗が根付
いて順調に生育する
ことである。

「緩効性肥料」とは、
有機質肥料のことで
ある。

「化学肥料」とは、天
然の鉱石や空気から
作られる肥料のこと
である。

「つるぼけ」とは、畑でボ
ケっとしているとツルに
引っかかって転ぶから危
ないという意味である。

「分げつ」とは、大きく
育った株を、根を付け
たまま分けて植えるこ
とである。

「半日陰」とは、日陰よ
りは日に当たり、日な
たよりは日に当たらな
い、ということである。

「一番花」とは、その作
物の株で一番きれいに
咲いた花のことであ
る。

野菜の種や苗を植える場所のことです。カボチャやスイカなど、1株しか植えない小さな盛り上げの
ことは「鞍つき」と呼びます。土を盛り上げることで作土を厚くしたり水はけを良くしたりできるの
で、作物の生育が良くなります。

苗を植えたり挿し木や接ぎ木などをした植物が、畑に根付いたり台木にしっかりくっついたりしてちゃん
と生育していることをいいます。活着が早い方が、その後も良い生育になりやすいです。

緩効性肥料とは、ゆっくり効く肥料のことです。有機質肥料はゆっくり、化学肥料は速効というイメー
ジがあるかもしれませんが、化学肥料にも被覆肥料という溶けにくい加工をしてあるものがありま
す。有機質肥料は緩効性肥料の一部なのです。

窒素は空気中の窒素から、リン酸はリン鉱石から、カリはカリ鉱石から化学的処理をして作ったもの
です。ちなみに、リン鉱石もカリ鉱石も日本ではほとんど採掘されないので、海外から輸入していま
す。

ツルばかりが伸びて実がつかないことをいいます。サツマイモやキュウリなどのツル性の作物だけで
なく、トマトや大豆でも「つるぼけ」や「樹（き）ぼけ」といったりします。肥料のやり過ぎや日照不足など
が原因です。実をつけて子孫を残すより、自分が成長する方に養分を使ってしまうイメージです。

株の根を付けたまま分けて植えることは「株分け」といいます。分げつは、イネ科の植物が根に近い茎
の部分で枝分かれすることをいいます。イネやムギの旺盛な分げつは株が大きくなり、多収に関わりま
す。イネ科ではありませんが、1本の苗が何本にもなるタイプのネギを「分げつネギ」といいます。

一日のうち半分の時間だけ日に当たる、木漏れ日が当たる、強い直射日光は当たらないなどの意味。ミ
ョウガやミツバなど、少し湿った場所や涼しい場所を好む作物に適した光量です。寒冷紗をかけると半
日陰の環境をつくれます。

その作物の株で最初に咲いた花のことで、栽培する上で重要になることが多いです。例えば、トマトの
一番花を実らせると次の花も実がつきやすくなるので必ず着果させたいですが、キュウリやカボチャ、
ピーマンなどは一番花を実らせると株の成長が悪くなるので摘み取る対象になります。

各種資材などが特価で手に入る
チャンス！ぜひ、グリーンファーム
各店へお越しください。

第
223回
今月は



ロ
ー
ン
相
談

場　所 時　間 お問い合せ先等

税
務
相
談

結
婚
相
談
介
護
相
談

期　日

毎週（月）～（金）
（祝日は除く）

午前８時３０分
～午後４時

福祉相談センター ☎39-7702

総務企画部くらしの相談課
☎25-7800

福祉相談センター

出会いのオアシス事務局

本所（ハニーウェル）

本所（ハニーウェル）

午前9時30分～
午後3時

★予約制
※事前に右記の事務局   
  に予約してください。

信用部推進課 ☎25-8000
★予約制　
※相談内容と希望時間をご連絡ください。

お問い合わせ先　
ローン営業センター　  0120-738-055
または各支所・店まで

○ローン営業センター
○東御支所

○川辺店
○丸子支所
○各支所

2月  2日（火）
2月  9日（火）
2月16日（火）
2月24日（水）
3月  2日（火）

2月20日（土）

平日・土・日
毎週土曜日
※2月6日（土）、13日（土）は休業いたします。

2月20日(土）
2月27日（土）
平日

午前9時～午後5時
午前9時～午後5時

午前9時～午後5時
午前9時～午後5時
午前9時～午後5時

2020年分の確定申告のポイント

■資産運用のご相談は、ＪＡ信州うえだプレミアムサロンまで　☎23-1145

理事会だより　12月の定例理事会（令和2年12月28日）において、次の議案が審議・可決されました。

①第3四半期仮決算結果について　②令和3年度事業計画樹立指針及びスケジュールについて
③ＪＡ信州うえだ役員報酬審議会の委員構成について　④金融機関貸出にかかる事前承認について

　2020年分所得税・住民税の申告は税制改正の影響で多くの変更点があります。早めに準備を行い、確定申告に備
えましょう。また、申告会場は人が密集する可能性があります。新型コロナウイルス感染防止対策として、可能であれば
電子申告や郵送による申告方法を活用すると安心です。

　なお、コロナの影響による休業手当や持続化給付金は所得となり課税対象です。受け取った給付金が、課税対象なの
か非課税なのか注意して確認しましょう。

2020年分確定申告の主な変更点
●給与所得控除・公的年金等控除額・基礎控除の改正　●所得金額調整控除
●扶養親族等の合計所得金額要件等　　　　　　　  ●ひとり親控除の創設と寡婦控除の改正
●青色申告特別控除の見直し
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な ん で も 掲 示 板

グリーンファームカレッジ受講生募集！グリーンファームカレッジ受講生募集！
●会場／グリーンファーム中央店 上田市国分80-6（ＪＡＮ！ＪＡＮ！タウン内ユニクロ隣）　

家庭菜園の基礎知識やお花の
寄せ植えなど、気軽に楽しめる
講習会です。どなたでもお気
軽にお申し込みください。

グリーンファームカレッジ　年間スケジュール

申込方法●受講を希望される方は申込書をグリーンファーム中央店に提出してください。（申込書は各グリーンファーム店にあります）
　　　　●電話での申し込みは「仮申込」となります。申込書の提出と受講料の支払いをもって「本申込」とします。
　　　　●「本申込」の方が優先となりますのでご注意ください。定員になり次第締め切らせていただきます。
受講料　●受講料は申込時にお支払いください。（欠席の場合の返金はいたしませんのでご了承ください）
　　　　●材料費は受講当日のお支払いとなります。
その他　●「手作り味噌の仕込み講習会」はＪＡ推奨の塩切り米麹と大豆を使います。申込時に注文してください。
　　　　●「寄せ植え講習会」に鉢を持ち込まれる場合は、受講当日に別途200円をお支払いいただきます。
　　　　●事前連絡はいたしませんので忘れずにご参加ください。

定員講習時間受講料(税込）教室名曜日開催日№
家庭用果樹の育て方
おうちで果物を収穫できたらきっと楽しい！ 植え方や管理方法

肥料の基礎知識
たくさん使えばたくさん収穫できるわけじゃない。どれをいつ使えばいい？

手作り味噌の仕込み（※申込締切3月8日）
地元塩田産大豆で地産自消。熟成のコツを伝授。煮豆を持ち込んでみんなで仕込み作業をします

簡易雨除けハウス、栽培ネットの作り方
トマトには雨除けが、キュウリにはネットが欲しい！ でも作り方がわからない方多し

夏野菜を家庭菜園で作ろう
トマト、ナス、キュウリなどの栽培方法と品種紹介。お気に入りを育てよう

除草剤の基礎知識と上手な使い方
除草剤はなんだか怖い？知識を得て安全に使って安心、省力

家庭菜園の病害虫防除対策
農薬は最小限にしたい。使うなら効率よく。使わない方法は？

秋冬野菜の栽培のコツ
夏は発芽しにくい？秋作は虫が多い？今年の鍋は自家製野菜で！

連作障害と堆肥の基礎知識
土づくりの基本の堆肥。連作障害との関係は？

干し野菜を作ろう
豊作はうれしいけど食べきれない…。干して保存！ うまみも栄養もアップ？

果樹の剪定（せんてい）
どの枝を残すと実りやすい？コンパクトにできるの？剪定の基礎を説明します

タマネギ、ニンニクを作ろう
常備野菜のタマネギとニンニク。品種選びと苗作りから収穫まで

春の寄せ植え
自慢したくなる寄せ植えを作ろう。コツをお教えします

干し柿の上手な作り方
大好評！ 市田柿づくりのプロに学びます。初めて受講する方は午前、本講座を
既に受講したことがある方は午後に申し込んでください

お正月、クリスマス用の寄せ植え
鉢植えはもちろん、人気の生花のリースにも挑戦可能！ 成長が遅い冬は長持ちします

◎お問い合わせ・お申し込みはJA各支所・店または生活部生活課☎23-4040までどうぞ

摘みたてを新鮮パックした期間限定品です。

エーコープ

※商品のお渡し時期は天候により遅れることがあります。　

★エーコープ茶は、安全・安心のため品質管理の徹底を行って
　おります。
★製造元のハラダ製茶において、放射性物質の原料ごとの自
　主検査を実施しております。

安全・安心の取組み

品質と安心のこだわり
★エーコープ銘茶の生産工場は日本最大の茶産地・牧之原大
　茶園に隣接しており、良質な原料が仕入れしやすい環境にあ
　ります。 
★八十八夜前後に摘んだ若く軟らかい新芽を使っています。 
★農家の茶畑から商品の梱包までの生産履歴システムを確立
　し、商品の安全性を高めています。 
★定期的に残留農薬・添加物および発色剤の検査を実施して
　います。
★品質管理の国際規格「ＩＳＯ９００１」を取得している工場で生
　産しています。
★商品は、真空・窒素ガス置換包装で酸化による劣化を防いで
　います。皆様のお宅で開封されるまで新鮮さが保たれます。 

芳醇な香りとコク深いまろやかな味わいが
特徴です。 

10,463円（本体価格）
500g（167g×3本）
※お届け予定時期：4月下旬頃

11,300円（税込）
新茶 白翔

一番茶の新芽を使用した「旨み、こく、
まろやかさ」が抜群の新茶です。

10,000円（本体価格）
1ｋg（167g×6本）
※お届け予定時期：5月上旬頃

10,800円（税込）
新茶 シルバー

お茶のおいしさは芽の若さが決め手！一番茶の
萌え出たばかりの新芽で作った緑茶です。

15,000円
（本体価格）
1ｋg
（167g×6本）
※お届け予定時期：
　5月上旬頃

16,200円（税込）新茶ゴールド

おいしさと経済性を考えてブレンドしました。
新茶の風味はそのままです。

8,000円
（本体価格）
1ｋg
（167g×6本）
※お届け予定時期：
　5月中旬頃

8,640円（税込）新茶グリーン

軟らかい芽の部分を含んださわやかな棒茶です。
この時期のみ製造される限定品です。

6,000円
（本体価格）
1ｋg
（167g×6本）
※お届け予定時期：
　5月下旬頃

6,480円（税込）新茶 匠（棒茶）

限定品人気No.1

3月27日

4月17日

4月24日

5月  1日

6月12日

6月26日

7月10日

7月24日

8月21日

10月16日

10月23日

11月20日

12月18日

3月13日

3月20日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円
+材料費（麹、大豆）

200円
+材料費

200円
+材料費

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

各15名

各15名

各15名

各15名

各15名

各15名

各15名

各15名

各15名

各10名

※受講当日の体調確認、マスクの着用、アルコール消毒等、感染防止対策にご協力ください。
　新型コロナウイルスの感染状況により、中止または開催方法が変更になる場合があります。

10：00～11：30頃
13：30～15：00頃
10：00～11：30頃
13：30～15：00頃
10：00～11：30頃
13：30～15：00頃

各10名10：00～11：30頃
13：30～15：00頃

10：00～11：30頃
13：30～15：00頃
10：00～11：30頃
13：30～15：00頃
10：00～11：30頃
13：30～15：00頃
10：00～11：30頃
13：30～15：00頃
10：00～11：30頃
13：30～15：00頃
10：00～11：30頃
13：30～15：00頃
10：00～11：30頃
13：30～15：00頃

各15名

各15名

各15名

10：00～11：30頃
13：30～15：00頃

10：00～11：30頃
13：30～15：00頃

200円 各15名10：00～11：30頃
13：30～15：00頃

10：00～11：30頃

13：30～15：00頃

お申込み・お問い合わせ　
グリーンファーム中央店

（担当：山口・渡辺）

☎29-8177

新茶

栽培者募集 南天栽培を始めませんか
ナンテン

　JＡ信州うえだでは、南天（ナンテン）の市場出荷向けの栽培を勧めています。南天（ナンテン）
は、縁起物として人気が高く、正月飾り用などの需要があります。収穫時期は12月上旬です。
　栽培面積は5アール（150坪）以上が必要です。日当たりが良い傾斜地や水はけの良い土地
を好みます。獣害に強く、花き栽培の中では、比較的管理が簡単なのが魅力です。興味がある方
は、下記講習会にご参加ください。

南天（ナンテン）栽培講習会
3月20日（土）午前10時～　
ＪＡ信州うえだ農産物流通センター（上田市殿城80番地）

営農販売部営農指導課（担当：大谷）☎23-4084

日　時

場　所　

問い合わせ先

マスクの着用、アルコール消毒等の感染防止対策にご協力ください。新型コロナウイルスの感染状況により、中止させていただく場合があります。





　あくが少なくて食べやすく、さまざまな料理に使える小
松菜。一年中流通していますが旬は冬で、寒さに当たると
甘みが増しておいしくなります。江戸時代に小松川（現在
の東京都江戸川区周辺）で栽培されていたとされ、地名
が名前の由来となっています。名付け親は徳川吉宗。鷹
狩りの際、小松川地区の神社で休憩した時に献上された
すまし汁に、青みとして添えられていた菜を気に入り、「小
松菜」と名付けたといわれています。
　栄養価が高い緑黄色野菜で、β－カロテン、ビタミンＫ、
ビタミンＣ、カルシウム、鉄などさまざまな栄養素を含ん
でいます。特に、β－カロテンはブロッコリーの4倍ほど、カ
ルシウムや鉄はホウレンソウの3倍以上含まれているとい
われており、がんや生活習慣病予防をはじめ、骨粗しょう
症予防や美肌効果なども期待できます。
　ちなみに、5月27日は「小松菜の日」です。2006年、大阪
府堺市で小松菜を生産する㈱しものファームが、小松菜
の消費拡大を目的として「こ（5）まつ（2）な（7）」の語呂合
せにちなんで定めたそうです。

　厳寒期にもかかわらず、すばらしい香りとともに咲く
たくさんの花。まだまだ寒さが続くとわかっていても、
梅の花を見ると春の気配を感じてうれしくなりますね。
花を愛でるものを花梅、おいしい実をつけるものを実
梅と呼びますが、最近は、花は八重の淡紅色で美しい
上に梅干しや梅酒に向く中梅が実る、良いとこ取りの
「花香実（はなかみ）」という品種が人気です。
　学問の神様、菅原道真公を慕って京から一晩で飛ん
できたと伝えられる太宰府天満宮の神木「飛梅（とびう
め）」は、樹齢1000年といわれています。現在でも、天満
宮の中で一番早く花を咲かせています。飛梅の種はお
守りとして奉製され、授与品とされています。

　春、花が咲いた後に定植します。大きく深く植穴を掘
り、土に堆肥や緩効性の肥料を混ぜて植え付けます。
根は広げて植え、支柱を立てておくと良いでしょう。
　食用の梅と同じ病害虫が付きます。アブラムシやコ
スカシバ、かいよう病などが問題になります。食用梅と
同様に農薬などで防除しましょう。
　剪定（せんてい）は、6～7月に混んだ枝を間引きます。樹形を整えたければ11月～開花前に切り戻します。新たに枝を芽吹かせ
たいなら、2月～開花前に切りたい枝の付け根から切り落とします。
　肥料は冬に樹幹下の範囲に鶏ふんや油かすをまき、その上から堆肥や腐葉土をまいておく程度で良いでしょう。


